第２回　光明小学校　学校規模適正化検討委員会
平成28年(2016年)11月8日(火)AM10：00～
光明小学校　4階　会議室
１　あいさつ
２　前回の協議内容の報告
（１）「宝塚市立小学校及び中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針」の説明
　　①基本方針策定に係る背景、経過
　　　　市全域では少子化の影響を受けて小規模化する一方、一部地域において局地的な住宅開発により、学齢児童生徒が増加し、過大規模化する学校がる。
　　　　子ども達が等しく学ぶ環境を整備するため、本市の基本方針を策定し、具体的な検討を進める。
　　②適正規模の範囲の設定
　　　　小学校　　１２学級～２４学級
　　　　中学校　　　９学級～１２学級
　　③適正化の手法の例示
　　　　小規模校の場合　　　学校の統合
　　　　　　　　　　　　　　通学区域の変更
　　　　　　　　　　　　　　通学区域の弾力的運用
　　　　大規模校の場合　　　通学区域の変更
　　　　　　　　　　　　　　通学区域の弾力的運用
　　　　その他　　　　　　　義務教育学校の導入
　　　　　　　　　　　　　　特認校の導入
　　　　　　　　　　　　　　合同授業の実施
　　④適正化の進め方
　　　学校・保護者・地域・行政が連携しながら具体的な方策を検討し、協働による教育環境の整備に努める。⇒適正化検討委員会の設置
（２）光明小学校の現状
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　①児童数学級数の推移
	【備考】
　昭和54年(1979年)
	良元小学校、末成小学校から分離開校


②推計
	学年
	H28(実数)
	H29
	Ｈ30
	Ｈ31
	Ｈ32
	Ｈ33
	Ｈ34

	
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl

	1 
	27
	1
	38
	2
	22
	1
	28
	1
	28
	1
	28
	1
	26
	1

	2 
	34
	1
	27
	1
	38
	2
	22
	1
	28
	1
	28
	1
	28
	1

	3 
	26
	1
	34
	1
	27
	1
	38
	2
	22
	1
	28
	1
	28
	1

	4 
	37
	1
	26
	1
	34
	1
	27
	1
	38
	2
	22
	1
	28
	1

	5 
	36
	1
	37
	1
	26
	1
	34
	1
	27
	1
	38
	1
	22
	1

	6 
	37
	1
	36
	1
	37
	1
	26
	1
	34
	1
	27
	1
	38
	1

	計
	197
	6
	198
	7
	184
	7
	175
	7
	177
	7
	171
	6
	170
	6

	特支
	7
	2
	7
	2
	7
	2
	7
	2
	7
	2
	7
	2
	7
	2

	合計
	204
	8
	205
	9
	191
	9
	182
	9
	184
	9
	178
	8
	177
	8
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　③住民基本台帳による歳児別人口
　④周辺学校の状況
ア．良元小学校
	学年
	H28(実数)
	H29
	Ｈ30
	Ｈ31
	Ｈ32
	Ｈ33
	Ｈ34

	
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl

	普通
	325
	12
	317
	12
	335
	12
	326
	12
	347
	12
	352
	12
	379
	13

	特支
	19
	4
	19
	4
	19
	4
	19
	4
	19
	4
	19
	4
	19
	4

	合計
	344
	16
	336
	16
	354
	16
	345
	16
	366
	16
	371
	16
	398
	17


イ．末成小学校
	学年
	H28(実数)
	H29
	Ｈ30
	Ｈ31
	Ｈ32
	Ｈ33
	Ｈ34

	
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl

	普通
	310
	12
	310
	12
	304
	12
	295
	12
	299
	12
	307
	12
	293
	11

	特支
	11
	3
	11
	3
	11
	3
	11
	3
	11
	3
	11
	3
	11
	3

	合計
	311
	15
	321
	15
	315
	15
	306
	15
	310
	15
	318
	15
	304
	14


ウ．高司小学校
	学年
	H28(実数)
	H29
	Ｈ30
	Ｈ31
	Ｈ32
	Ｈ33
	Ｈ34

	
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl

	普通
	314
	11
	316
	11
	327
	12
	315
	12
	308
	12
	310
	12
	322
	12

	特支
	17
	4
	17
	4
	17
	4
	17
	4
	17
	4
	17
	4
	17
	4

	合計
	331
	15
	333
	15
	344
	16
	332
	16
	325
	16
	327
	16
	339
	16


エ．末広小学校
	学年
	H28(実数)
	H29
	Ｈ30
	Ｈ31
	Ｈ32
	Ｈ33
	Ｈ34

	
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl
	児童数
	cl

	普通
	346ｴ
	11
	360
	11
	393
	13
	390
	13
	400
	14
	381
	14
	402
	14

	特支
	6
	3
	6
	3
	6
	3
	6
	3
	6
	3
	6
	3
	6
	3

	合計
	352
	14
	366
	14
	399
	16
	396
	16
	406
	17
	387
	17
	408
	17


３　協議事項
（１）学校規模と学力の相関関係
（２）中学校区の再編の経過
　　①経過
　　　昭和54年（1979年）　
　光明小学校開校・・・・・高司中学校
　　　昭和63年（1988年）
　　光ガ丘中学校開校に伴う校区再編・・・高司中学校と宝塚第一中学校に分割
　　※光ガ丘中学校開校に伴い、右岸側地域の既存中学校（宝塚第一中学校、高司中学校、宝梅中学校）の校区を再編
　　②課題
　　　　宝塚第一中学校と高司中学校への２校に分かれて進学する。
　　　　そのうち、高司中学校への進学する児童が減少傾向にある。
（３）光明小学校の学校規模に起因する課題について
　　①教育効果の視点から
　　②学校運営の視点から
　　③コミュニティの核として学校の視点から
	【参考】視察先及び学校長等との面談記録（平成26年7月2日）
①学校概要
　　　児童数　　　202人　通常7クラス、特支2クラス
　　　教職員数　　県費15人　市費4人　非常勤2人　　計21人
②小規模校のメリット
　　○　子ども一人一人を把握しやすい。
　　○　生活面での指導がきめ細かくできる。
　　○　教職員間での協力体制がある。分かりあえる環境。
　　○　学校施設が十分に使用できる。
　　○　家庭的な雰囲気が保てる。
　　○　教育活動の一貫性が持てる。
③小規模校のデメリット
　　○　校務分掌における課題
　　　・　1人の教職員が複数の校務分掌を持ち、負担になっている。
　　　・　経験年数の短い教職員でも重要な校務分掌を受け持たなければならない。
　　○　単学級における課題
　　　・　教科指導、生活指導、学級事務において全て担任1人にかかってくる。
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